
第58回東北地区高等専門学校体育大会ラグビーフットボール競技 

新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン                 2021.10.9 
 

競技開催校 仙台高等専門学校・名取キャンパス 

東北地区高等専門学校体育連盟ラグビーフットボール競技専門部 
 

本大会、新型コロナウイルス感染防止に向けて、以下の取り組みを⾏います。 
 

【大会参加申請時の対応原則】 

感染防止のため競技開催校が確認すべき事項や大会関係者が遵守すべき事項をあらかじめ整理し、

チェックリスト化したものを事前配布し周知すること。そして、それら諸事項を遵守できる者が参加

できることとする。 
 

※ 別資料１：「大会開催にかかわる感染防止対策チェックリスト」 

※ 別資料２：「大会参加ルール確認書」（個人用） 

 

【大会関係者について】 

 この資料中の大会関係者とは以下のカテゴリーすべてとする。 

１． 競技開催校関係者（競技開催校教職員、補助学生） 

２． 競技役員（協会役員、マッチオフィシャル、マッチドクター、補助員、会場警備員等） 

３． 参加校関係者（引率教員、監督・部長・コーチ、メディカルスタッフ、選手（控選手含）、マネー

ジャー） 

４． その他競技開催校に会場入りを認められた者 

 

【大会全体における基本原則】 

１．会場への入場は、競技場の利用条件の範囲内において、大会関係者に限りこれを認める。 

２．３つの密（密閉、密集、密接）を競技区域以外の場面で極力回避する。 

３．移動前の手洗い・検温の徹底とバス移動時の座席間隔の配慮等、濃厚接触を可能な限り回避する。 

４．すべての大会関係者は、大会（試合日）の2週間前から「健康観察表（大会前）」を記録すること。

また、大会後2週間の「健康観察表（大会後）」を記録すること。さらに、この期間の「行動歴」

（いつ、どこで、誰にあったか、等）が明確になるよう、必要に応じて記録をとるなどしておくこ

と。「健康観察表（大会前）」は、大会参加日に提出すること。「健康観察表（大会後）」と「行

動歴」は提出を求める場合があるため、大会後2週間は適切に保管すること。 

 

【参加校の対応】 

大会参加について、保護者の同意を得て「参加承諾書」を提出し、同意の得られない学生は大会に

参加させないこと。 

参加校は参加校として大会に関わる者すべて（大会関係者）の名簿を作成し、競技開催校に提出す

ること。提出は大会前日練習日とする。 

「参加校関係者名簿」は、競技開催校が大会後２週間まで管理し、その後適切に処分する。 
 

※ 別資料３：「大会参加承諾書」、別資料４-１：「参加校関係者名簿」 

 

【大会関係者の対応】 

大会関係者については、個人個人が会場の受付で必ず「大会参加ルール確認書」を提出し、入場す

る際は個人個人が必ず「検温」に協力すること。 

※37.5℃以上の熱が確認された場合は、会場に入ることはできないので、特に参加校においてはそ

の場合の対応を考えておくこと。（非常用車両の確保等） 

 

【競技開催校が講じる対策項目】 
 

※ 別資料１：「大会開催にかかわる感染防止対策チェックリスト」中、◆競技開催校が講じるべき   

対策項目◆として記載 
 

・手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意する。 

・手洗いが難しい場合は、アルコール等の手指消毒剤を用意する。 

・更衣室、休憩・待機スペースの広さにはゆとりを持たせ、常に換気を行い、密になることを絶対に避



けること。ゆとりを持たせることが難しい場合には、人数制限や使用不可等の対策をとる。 

・参加者が触れると思われる場所（ドアノブ、テーブル、いす等）については適宜消毒する。 

・トイレ内の複数の参加者が触れると考えられる場所（ドアノブ、水洗トイレのレバー等）については

適宜消毒する。 

・トイレの手洗い場には石鹸（ポンプ型が望ましい）を用意する。 

・参加校関係者が応援する際、観客同志が密にならないよう、必要に応じ注意喚起のアナウンスを行う

等の対応をとる。 

・大声で声援を送らない、ソーシャルディスタンスを確保するよう呼びかける。 

・使用する用具や機材等については適宜消毒を行う。 

・ごみは各校で管理し必ず持ち帰る。ごみを回収する人は、マスクや手袋を着用する。 

・ゴミ処理等をした後は、必ず石鹸等で入念に手洗いを行うこと。ごみは各自持ち帰る。 

・高温が予想される場合には、競技時間の変更や中断等、柔軟に対応する。 

  

【健康状態の確認】 ※重要項目 
 

※ 別資料２：「大会参加ルール確認書」の中の、健康チェック項目として設定。 
 

１．大会関係者は、会場の受付で必ず検温し、37.5℃以上の場合は入場できないこととする。また、発

熱がなくても息苦しさ（呼吸困難）や強いだるさ（倦怠感）等がある場合も同様とする。 

２．大会関係者は、試合当日起床後、各自で検温し、「大会参加ルール確認書」に体温を記載し、会場

の受付で提出すること。 

検温の結果、37.5℃以上の者は、大会会場への来場・入場は認められない。体調がよくない場合も

同様とする（発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）。 

３．競技開催校は、提出された「大会参加ルール確認書」と「参加校関係者名簿」及び競技開催校関係

者名簿・競技役員名簿を照合し会場入場者全員を把握する。また、各種資料の取り扱いには十分注

意する。 

 

【具体的な対策】 

１．消毒液をラグビー場入口等、必要と思われる数か所に設置する。 

２．大会役員、補助員などの大会運営スタッフはマスクを着用する。 

３．競技場への移動の際はマスク着用を原則とする。試合会場には消毒液を設置しているので、こまめ

に活用し、感染予防につとめる。 

４．試合前後の挨拶（整列）やエール交換、ベンチ前での挨拶はしない。  

５．試合に出場していない指導者、（ベンチに座っている）選手はマスクを着用する。 

６．試合中はベンチでの大きな声を出しての応援はひかえる。また、素手でのハイタッチ・握手を避

け、円陣を組むなどは密集にならないように配慮すること。 

７．脱水症にも十分に配慮することとし、水分補給につとめる。ただし、各自のペットボトルや使い捨

て紙コップなどを用意し、飲み回し等は行わないようにする。 

８.マスクを常時着用すると体力消耗にもつながるので着用する時と場所、またしない時と場所の区別を

つける。 

９．感染症予防に係る消毒作業等について、作業に使用する消毒薬、タオル、雑巾等は、各チームであ

らかじめ準備する。 

10．開会式・閉会式は行わない。 

11．代表者会議については関係者と調整し、後日連絡する。 

12．観戦者は、ひとりひとり十分な間隔をとって観戦するようにする。また、大声での応援はせず、拍

手での応援を基本とする。 

 

 

【その他の留意事項】 

 

・大会関係者の「４．その他競技開催校に会場入りを求め、認められた者」で、本大会の新型コロナウ

イルス感染防止対策を順守できない場合は、入場を許可せず、会場から退場してもらう。 

・体調不良の学生への早急な対応がとれる体制を各校で整備すること。また、保護者の理解と協力が得

られる状態を各校で確保すること。 

・資料に記載のない事項については、競技開催校（大会本部）及び施設管理者の指示に従うこと。 



・政府及び関係自治体及び機関が示す各段階に応じた要請や指針等によって、本内容を変更して運用する

場合もある。その際は適宜大会関係者全体に指示を出すこととする。 

 

 

【大会関係者から感染者等が発生したときの対応】 

新型コロナウイルス感染者が発生した場合、「濃厚接触者」を決めるのは「所轄の保健所」であ

る。遅滞することなく正しい情報を提供することが求められる。 
 

１． 大会前に感染者が発生した場合 

  参加校関係者に感染者が発生した場合は、当該チームは試合への参加自粛（辞退）を検討する。 

                      
 

２． 大会中に体調不良者が発生した場合 

受診相談センター（一般相談センター）に電話し、その後の医療機関受診等について相談する。 

並行して競技開催校である仙台高専名取学生課（022-381-0266）に報告する。 

 

宮城県新型コロナウイルス感染症コールセンター 

 ０２２－３９８－９２１１（２４時間対応） 

 
 

３． 大会後に大会関係者から感染者等が発生した場合 

各校所轄の保健所に対応を委ねる。大会終了後２週間以内に感染者が発生した場合は速やかにその

旨と濃厚接触者の有無を報告する。（その後競技開催校である仙台高専名取が必要な対応を行う） 

  報告先は仙台高専名取学生課（022-381-0266）以外に、以下の通りとする。 

   Ⅰ 競技開催校関係者、その他の関係者：宮城県ラグビーフットボール協会 

   Ⅱ 参加校関係者：当該者の所属する学校の責任教員 

     なお、報告を受けた当該校責任教員は、所属校並びにそれぞれが所属するラグビーフットボ

ール協会へ報告すること。 

  感染者が発生した場合、各校責任教員は、感染者を特定しようとする行為やSNS等で安易に情報を

発信することのないように学生に適切に指導すること。 

【大会中止の要件】 

１．緊急事態宣言が再発出された場合 

２．競技球場の使用制限等、関係諸機関の指示により試合実施が不可能となった場合 

３．大会運営上に支障を来す事態が生じた場合 

 

 

＜参考資料＞ 

 

・日本ラグビーフットボール協会 感染防止対策ガイドライン 

 

・第 5１回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会新型コロナウイルス感染防止対策について 

 

・宮城県新型コロナウイルス感染防止対策本部の指針 

 

・新型コロナウイルス感染症に関する基本的対処方針について 


